
夢・未来 Kusu News
町政・活動報告 ２０２３年 春発行 エッちゃん新聞 No.１２号

連絡先： 玖珠町大字太田２６３９（内匠）

メール： roseinnovationtakumi@gmail.com

携帯 ：０９０－３３２３－１０３１

地域や暮らしでお困りごとはありませんか？

また、ご提案やご要望がありましたら、行政におつ

なぎするお手伝いをいたします。

政治活動理念

これから１０年～２０年後に予測される玖珠町の状況と課題

私の仕事は予算編成や事業のチェックと評価、そして大切なことが政策提言‼

＃農業の衰退

＃人口減少による担い手不足で経済の衰退

＃集落の存続

＃農業所得の低下

＃物価高騰

＃エネルギー高騰＃肥料高騰

＃町財政の悪化

＃機関庫の存続 ＃工業団地企業誘致 ＃町有財産の利活用

＃災害の多発

＃災害復旧の遅れ

＃コロナとの共存

＃空き家

＃人口１万人以下に減少

＃デジタル化

＃農地荒廃

＃高齢化による扶助費の増加

＃買い物支援・外出支援

玖珠町の現状や問題を認識し、どのように対処すれば解決でき、

町民の皆様の幸せな生活を守れるのか考えつづけます。

＃子育て環境支援



観光・商業の活性化

玖珠町機関庫の魅力を保存しつつ、機関庫周辺１２，０００㎡を民間の資本や力を活用し開発を進めます。

まずは公募をかけ全国から鉄道ファンが訪れる場所の創出を目指します。機関庫をコンセプトにしたホテル、レス

トラン、鉄道博物館などが出来れば、駅周辺商店街の賑わい復活や玖珠町観光の発展に大きな役割を果たします。

機関庫は今後、保存だけで数億円の費用を伴い、何もしなければ大きな負の遺産となる危険性をはらんでいます。

工業団地・町有財産に企業誘致

現在、未定の約１０haの玖珠工業団地への企業誘致に力を入れる必要があります。熊本に建設中の台湾の半導体企

業や防衛費の増額が行われることによる防衛産業など県下唯一の大面積を有する玖珠工業団地の優位性を活かした

誘致に力を入れます。専門の社員を伴う企業を誘致することで、人口増加と税収面の効果が期待できます。また、

廃校などの町有財産の早期利活用を住民と一体となり進め、地域の活性化を図ります。

農業の活性化

農業は玖珠町にとって基幹産業です。肥料・農薬の高騰でコストが圧迫される中、畜産農家から排出される牛糞

を優良な堆肥にする堆肥センターを設置し、耕畜連携システムを構築します。くすここのえ産直ネットを中心に

農家主導の販売体制を強化し、現在進められていいる「宇宙米」をはじめ農産物のブランド化を図ります。農協

に頼れない現状下、玖珠町法人を設立し、経営指導、マーケティングなど販売を強化します。また、新品種

を開発し玖珠町オリジナルの特産物を創出することで他の産地と差別化を図ります。

私の考える政策提言「農業」

公共交通を再構築化

今後、益々遠隔地からの高齢者の外出は大きな問題となってくると思われます。現在の公共交通は民間バスや行

政の町中巡回バス、ふれあいバスなど運行されてはいますが、決して住民の満足いくものとなっていないのが現

状です。タクシー券は遠隔地と町周辺では不公平感があることが問題です。また、バスの運行時間と利用者の希

望が不一致であることや、乗降場所の利便性等の不都合な状況を改善しなければなりません。民間バスやタク

シーと町が運行しているふれあいバス、町中巡回バス、星翔中学校バス、有償ボランティアの付き添いサービス

を連動させ、住民の皆さんの利便性を増すように再構築します。

子育てし易い町づくり

高齢化が進む中、子供たちが少ない町は寂しいものです。多くの子供たちの、にぎやかな声が響く町にしたいもの

です。こども園の保育環境充実支援や、町が運営する子育てサークルの拡充、親の憩いの場所づくり等、子育て世

代の要望に応えます。現在、町では高校生までの医療費無償化、出産・育児の支援を行っています。それに加え、

子育ての為の住宅のリノベーションや２世帯住宅建設の支援を行います。

ギガスクールと心の教育

国が進めるギガスクール構想はコロナ禍の教育では効果を発揮しています。しかし、人と人の心のつながりが希薄

になってはいけません。ギガスクールに併せて、道徳教育や地域とつながるコミュニティスクールに力を入れ、

心の教育、郷土愛を育むなど人間形成に取り組む教育を行います。

デジタル化

国や玖珠町が進める行政や教育のデジタル化は利便性を高めるための一つの道具でデジタル化が目的ではないこと

を再認識することが重要です。人の温もりを大切にする行政運営を心掛けます。




